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た
た
く
ヤ
暴
行

悪
，
，
名
誉
毀
損

いじめは犯罪
弁護士が授業

文
科
省
は
２
０
１
７
年
度

に
弁
護
士
の
出
前
授
業
を
行

う
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
２
自

治
体
を
選
定
。
授
業
例
や
刑

事
事
件
に
な

っ
た
事
例
を
盛

り
込
ん
だ
手
引
書
を
作
成

し
、
‐８
年
度
か
ら
教
員
が
同

様
の
授
業
を
行
う
。

学
校

で
は

こ
れ
ま

で
も

「
道
徳
の
時
間
」
や
学
級
活

動
で
、
い
じ
め
ら
れ
る
側
の

気
持
ち
を
考
え
る
授
業
な
ど

を
行

っ
て
い
る
が
、
い
じ
め

は
後
を
絶
た
な
い
。
１５
年
度

の
問
題
行
動
調
査

に
よ
る

と
、
全
国
の
小
中
高
校
と
特

別
支
援
学
校
の
い
じ
め
認
知

件
数
は
２２
万
４
５
４
０
件
と

前
年
度
を
３
万
６
４
６
８
件

上
回
り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

大
学
教
授
ら
有
識
者
で
つ

く
る
文
科
省
の

「
い
じ
め
防

止
対
策
協
議
会
」
は
昨
年
１１

月
、
弁
護
士
な
ど
に
よ
る
法

教
育
の
推
進
を
提
言
。
文
科

省
は
、
道
徳
教
育
の
充
実
に

加
え
て
法
律
に
よ
る
抑
止
力

に
着
目
し
た
教
育
手
法
の
導

一

入
が
必
要
と
判
断
し
た
。

具
体
的
に
は
、
た
た
い
た

一準
般
雑
時
帥
噂
ド
降
確
”
紳

一

が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な

一

ど
を
実
例
と
共
に
教
え
る
。　
・

弁
護
士
に
よ
る
出
前
授
業

一

を
め
ぐ

っ
て
は
、
大
阪
府
箕

一

面
市
立
第

一
中
学
校
が
大
阪

一

弁
護
士
会
と
協
力
し
て
１５
年

十

度
か
ら
年

１
回
行

っ
て
い

一

る
。
今
年
度
は
昨
年
１１
月
、

一

弁
護
士
が
中
学
１
年
の
全
６

一

ク
ラ
ス
で
２
時
間
に
わ
た

っ

て
、
い
じ
め
が
傷
害
や
名
誉

毀
損
に
当
た
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
。

生
徒
に
よ
る

ロ
ー
ル
プ
レ

―
も
行
い
、
友
人
が
悪
口
を

言
わ
れ
て
い
る
場
面
で
、
自

分
な
ら
ど
う
す
る
か
に
つ
い

て
も
考
え
さ
せ
た
。
授
業
後
、

生
徒
か
ら
は

「
軽
い
気
持
ち

で
や

っ
て
い
る
こ
と
が
犯
罪

に
な
る
こ
と
が
分
か

っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
挙
が

っ
た
と

い
う
。
生
徒
指
導
主
事
の
大

原
達
哉
教
諭

（２８
）
は

「
専

門
家
の
話
は
説
得
力
が
あ
り

生
徒
は
真
剣

に
聞

い
て
い

た
。
今
後
も
実
施
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

文科省、2自治体で開始

弁護士がいじめは犯罪行為に当たる可能性があることを説
明した (2016年 11月 、大阪府箕面市立第一中学校 )
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【
ロ
ン
ド
ン
ーー
小
滝
麻
理

子
】
英
国
の
メ
イ
首
相
は
１７

一日
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
演
説

し
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
か
ら

の
離
脱
に
関
す
る
基
本
方
針

を
示
し
た
。
移
民
制
限
な
ど

英
国
の
権
慎
回
復
を
実
現
す

ば
）
に
関
し
、
メ
イ
氏
は
こ

一決
定
後
も
単

一
市
場
に
残
留

帥錬懐果「黎卿証尭〕章購一寺権姫つを砕ｔヽるな樺嘘能切

べ
る
に
と
ど
め
、
具
体
的
な

一　

メ
イ
氏
は
演
説
で

「
単

一

移
鞠
峰
篠
ポ
＋
狂
い
諄
動

時

一軸
勢
球
暖
伽
船
李
町
御
砲
韓

離
脱
を
巡
り
、
英
国
内
で
は

一
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
で
は
な
い
」
と

療
|'罵

英
首
相
、離
脱
方
針
を
表
明

薙統動と「的『却な一ｔヽ市ウ一一柳帥強勢範弥功都卸紳賄

配い布備蝶蛤聡薩ガネゆ一連囀隼６２ギ錬車Ｍ帥妊守

引
を
認
め
る
単
一
市
場
か
ら
一で
決
ま
っ
た
Ｅ
Ｕ
離
脱

（Ｂ

歳推並帥醍競犠斐森瑚吼一卜ｒ‐‐ｅｒ就誤一一ノルの↓とッ

EU離 脱 につ いて演説す
るメイ英首相 =ロ イター

和和”す中乖非や寿却卵一中韓車帥印叶中如却抑巾一”中帥］囀帥卑車的的枠

語

っ
た
。
移
民
制
限
や
国
境

管
理
な
ど
の
権
限
回
復
を
優

一

先
し
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
選
ん
だ

一

田
民
の
不
満
に
応
え
る
。　
　
一

そ
の
代
わ
り
、
離
脱
後
に

．

Ｅ
Ｕ
と
包
格
的
な
自
由
貿
易

！

協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
締
結
を

司
法
権
か
ら
の
独
立
な
ど
、

離
脱
交
渉
に
向
け
た
１２
の
優

先
事
項
を
提
示
し
た
。

今
後
の
焦
点
は
Ｅ
Ｕ
と
の

交
渉
に
移
る
。
メ
イ
氏
は
３

月
末
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
側
に
離
脱

を
正
式
に
通
知
し
、
原
則
２

年
の
交
渉
期
間
を
経
て
、
１９

年
春
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

す
る
計
画
を
描
く
。

Ｅ
Ｕ
側
は
英
国
だ
け
を

「
特
別
扱

い
」
し
な

い
考
え

で
、
交
渉
は
難
航
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。
交
渉
が
長
引
け

ば
経
済

へ
の
不
透
明
感
が
高

ま
り
、
英
国
か
ら
の
投
資
資

金
が
流
出
し
か
ね
な
い
。 ヨ径  /ん伊
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「相
違
超
え
結
束
を
」

オ
バ
マ
大
統
領

最
後
の
演
説

【
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
西
田
進

一

郎
】
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
１０
日

夜

（日
本
時
間
１１
日
午
前
）
、

地
元
の
米
中
西
部
シ
カ
ゴ
で
任

期
を
締
め
く
く
る
最
後
の
演
説

を
行
い
、

「民
主
主
義
の
維
持

に
は
相
違
を
超
え
て
橋
束
す
る

こ
と
が
重
要
だ
」
と
訴
え
た
。

移
民
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
ど

ヘ

の
排
他
的
な
姿
勢
を
示
す
ト
ラ

ン
プ

次

期

大

統

領

を
念

頭

に

「分
断
で
は
な
く
結
束
だ
」
と

強
調
し
た
。
オ
バ

マ
氏
は
今
月

２０
日
の
退
任
を
控
え
た
今
回
の

演
説
で

「我
々
の
民
主
主
義
は

（十
分
機
能
す
る
と
）
当
然
視

し

た

時

に
脅

か

さ

れ

て

し

ま

う
」
と
も
述
べ
、
健
金
な
民
主

主
義
の
確
保
に
は
不
断
の
努
力

が
欠
か
せ
な
い
と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
ト
ラ
ン
プ
次
期

政
権
と
の
間
で
円
滑
な
政
権
移

行
作
業
を
進
め
て
い
る
と
し
な

が
ら
も
、
昨
秋
の
大
統
領
選
以

降
、
米
国
で
移
民
や
イ
ス
ラ
ム

教
徒

へ
の
差
別
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら

「人
種
問
題
は

し
ば
し
ば
米
社
会
を
介
断
さ
せ

て
し
ま
う
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

「移
民
の
子
供
た
ち
を
大

切
に
し
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
の

子

供

の
未

来

を

損

ね

て

し

ま

う
」
と
ト
ラ
ン
プ
氏
を
改
め
て

け
ん
制
し
た
。

オ
バ

マ
氏
は
２
期
８
年
の
実

績
と
し
て
、
リ
ー
マ
ン

・
シ

ョ

ッ
ク
（
２
０
０
８
年
）
を
機
に
陥

っ
た
歴
史
的
不
況
か
ら
の
経
済

再
生
を
挙
げ
た
。
さ
ら
に
医
療

保
険
に
未
加
入
だ

っ
た
２
０
０

０
万
人
近
く
の
国
民
が
医
療
保

険
に
加
入
し
た
医
療
保
険
制
度

改
革

（
オ
バ

マ
ケ
ア
）
の
実
現
に

つ
い
て
も
言
及
し
た
。
地
球
温

暖
化
対
策
を
軽
視
す
る
ト
ラ
ン

プ
氏
の
姿
勢
を
念
頭
に

「次
世

代

へ
の
一異
切
り
だ
」
と
述
べ
る

な
ど
、
自
身
の
レ
ガ
シ
ー
（
政
治

的
遺
産
）
を
覆
そ
う
と
す
る
ト

ラ
ン
プ
氏
を
暗
に
批
判
し
た
。

外
交
面
で
は
キ
ュ
ー
バ
と
の

国
交
回
復
や
、
イ
ラ
ン
の
核
開

発
を
制
限
さ
せ
た
合
意
に
触
れ

た
ｏ
０８
年
大
統
領
選
に
当
選
し

た
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「イ

エ
ス

・
ウ

イ

・
キ

ャ
ン
」
を
持
ち
出

し
、

「イ

エ
ス

・
ウ

ィ

・
デ

ィ

ド

（我
々
は
や
り
遂
げ
た
）
」

と
成
果
を
誇

っ
た
。

任
期
中
最
後
の
国
民
向
け
演
説
の
途
中
、

涙
を
ぬ
ぐ
う
オ
バ
マ
大
統
領
――
中
西
部
イ

リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
で
１０
日
、
Ａ
Ｐ

な」鞭唯
″中．耳強下画

】々 )/,2



米大統領報道官

△買
外
部
記
者

参
加
ヘ

【
ワ
シ
ン
ト
ン
西
田
進

一
郎
】
ス
パ
イ
サ
ー
米
大
統
領
報
道

富
は
２３
日
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
後
、
初
め
て
と
な
る
定
例
記

者
会
見
を
開
い
た
。
政
権
と
主
要
報
道
機
関
は
、
２０
日
の
大
統

領
就
任
式

の
参
加
者

の
数
な
ど
を
巡

っ
て
対
立
が
収
ま
ら
な

い
。
ス
パ
イ
サ
ー
氏
は
Ａ
Ｐ
通
信
な
ど
主
要
媒
体
か
ら
質
問
さ

せ
る

「慣
例
」
に
従
わ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
電
話
を
使

っ
て

ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
外
の
記
者
も
参
加
さ
せ
る
制
度
の
導
入
も
発

表
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
メ
デ

ィ
ア
と
の
関
係
も
大
き
く
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

,こすκ「 |

「報
道
の
方
向
が
常

に

（
ト

ラ
ン
プ
政
権
に
）
否
定
的
で
、

士
気
を
く
じ
い
て
い
る
」

ス
パ
イ
サ
ー
氏
は
記
者
会
見

で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
関
す

る
報
道
が

「
で
き
な
い
、
決
し

て
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
、
勝
て

な
い
、
成
功
し
な
い
」
と
い

っ

た
調
子
だ
と
主
張
、
メ
デ

ィ
ア

ヘ
の
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
た
。
ト

ラ
ン
プ
氏
も
メ
デ

ィ
ア
と

「戦

争
し
て
い
る
」
と
語

っ
た
ほ
か
、

政
権
は

「あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽

く
し
て
応
戦
す
る
」

（
プ
リ
ー

バ
ス
大
統
領
首
席
補
佐
官
）
と

敵

意

を

む

き
出

し

に

し

て

い

る
。今

回
の
対
立
の
発
端
は
、
２０

日
の
大
統
領
就
任
式
の
参
加
者

数
に

つ
い
て
、
米
紙
や
テ
レ
ビ

な
ど
が
会
場
の
写
真
や
地
下
鉄

乗
降
客
数
な
ど
か
ら
、
１
８
０

万
人
が
参
加
し
た
と
さ
れ
る
２

０
０
９
年
の
オ
バ

マ
前
大
統
領

の
就
任
式
よ
り
大
幅
に
少
な
か

っ
た
、
と
報
じ
た
こ
と
だ
。

「不

人
気
で
注
目
度
も
低
い
」
と
冷

や
水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
こ
と
に

憤

っ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
は
狐
日
、

「１
５
０
万
人
に
み
え
た
」
な

ど
と
報
道
を
否
定
。
ス
パ
イ
サ

ー
氏
も
同
日
、
記
者
団
に

「過

去
最
大
の
参
列
者
数
だ

っ
た
」

と
反
論
、
質
問
も
受
け
付
け
な

か

っ
た
。

こ
の
時

ス
パ
イ
サ
ー
氏
が
主

張
の
根
拠
と
し
た
地
下
鉄
の
乗

降
客
数
に

つ
い
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク

・
タ
イ
ム
ズ
紙
が
交
通
機

関

へ
の
取
材
を
基
に
「虚
偽
だ
」

な
ど
と
再
び
批
判
。

コ
ン
ウ

ェ

ー
大
統
領
顧
間
が
２２
日
の
テ
レ

ビ
番
組
で
再
反
論
し
、
対
立
が

先
鋭
化
し
て
い
た
。

ス
パ
イ
サ
ー
氏
は
２３
日
の
会

見
で
、
地
下
鉄
の
利
用
者
数
は

誤

っ
て
い
た
と
認
め
た
。
さ
ら

に

「過
去
最
大
」
と
の
主
張
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
な
ど
で

見
た
人
の
数
も
含
め
た
数
字
だ

と

「修
正
」
。

「決
し
て
う
そ

を

つ
か
な
い
と
い
う
の
が
我
々

の
意
図
だ
」
と
語

っ
た
。

一
方
で
、
既
成
主
要
メ
デ

ィ

ア

ヘ
の
不
信
感
も
隠
さ
な
か

っ

た
。
オ
バ
マ
前
政
権
ま
で
は
、

会
見
室
の
１
列
目
に
座

っ
て
い

る
通
信
社
や
テ
レ
ビ
の
記
者
か

ら
優

先

的

に
質

問

さ

せ

て

い

た
。し

か
し
、
ス
パ
イ
サ
ー
氏
は

１
間
目
か
ら
後
方
の
記
者
、
ま

た
外
国
メ
デ

ィ
ア
の
記
者
ら
を

次
々
と
指
名
。
１
列
目
の
Ｃ
Ｎ

Ｎ
記
者
が
指
名
さ
れ
た
の
は
、

約
１
時
間
２０
分
続
い
た
会
見
の

後
半
だ

っ
た
。

ス
パ
イ
サ
ー
氏
は
ま
た
、
首

都
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
８０
Ｆ
超
離

れ
た
場
所
の
記
者
や
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
の
通
行
証
を
持
た
な
い

組
織
の
記
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
電
話
で
参
加
で
き
る
４
席
を

今
週
後
半
に
新
設
す
る
と
発
表

し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
を
拠
点
と

す
る
主
要
メ
デ

ィ
ア
を
通
さ
ず

に
情
報
発
信
を
し
よ
う
と
い
う

意
識
の
反
映
と
見
ら
れ
る
。

トランプ米政権発足後、初 めての定例 記者会見 を

するスパイサー大統領報道宮 =米首都 ワシン トン
のホワイ トハ ウスで 23日 、西 田逢一郎撮影

孝』 |ぇ丞一

トラぅァ
を
k女キキ千半f屯



i tゼ )

求
導
齢
地
桝
昭
ヽ
ふ
い
と

憾避倒巡 瑠輛幡類
【いかハユハ避肺】x格細く〈縛牛予ぃか
卜連終回
/コ
繕儒細遭田いvとい、卜く鰹

思Q噛慕Q械批齢役導蕊製o慨句ぷ欄o
投
°
く鰹思卿控幽廼ヾ尺く軽思Q篠蝉凹巡
Q械批齢円Ow連/」部や拘ゃ「ふ―息役悪
やHOЮ∞貯本壁plIBH
船胆Q導蕊役い超

O

幽ゼく鰹思pllrttQ神

慨Q題ふ′(「卜や日Q騨ぶ
｀くさ―昭句代<レ昭∈
船p尊食ONQ題ふ_体
(α)Q隠蕊役0把O需

景回食8N回遭食由w′
ЮttЮくや按鴎遭駅螺だ

ぃ
求
・　
負
ヽ

「電
ミ
抱
き
Ⅸ
般
駅
」
導
導

島
=だ

軍畢ヨ需1還吊盤格缶器丼漏忌晨品
翠螺拒叫終謡蛛 |

黙 lfPMP合 押 山
『
trVヽ |

IGこのQ艇投趣国鎌JA」
部仙叫Gtt lE朋と

眠IКttR蝉岨賦H区課

1陣遥p辞ばЦ牟,0遇 モヽ
十逆田押製耕D楔]心H貯

IG酎博対超 (留)Gこ0

、
ど

翌

四

民 型緯謡細竹倉柄停

【<3則鯉ば】寸rЮ llR

Q卜いヽ く<鰹思幽 (ヘ

回黙倒(再)遭E適
/導
ム

「卜や卜役郷く遭判緯罹細

即峰岳鯉R尊躍N際四Э

Wiや N食
′
導鰹K3か

予ヽ 通「富規Q駅梢4役Ⅸ

き拘ヾ Nる」AJOW/《

螺思幽N翅や担絹儒細N
峰やNる

'」

句N区8授
°

博『緯麟穏遭壇0足<3
か予ハ盟QKIトトトト・

＼ミ体や蜂蝶明=帥朋・

lt‐<蝶軽=遭ヽや句
′
螢

貯にやミ楔冨三蠍□(回

D)韻昼N煙いば□日鞘
闇(母米<鰹懸幽や靱経揺

細てQ蝉隈役騨ぼる投ド」

円役辞【経網Q抱 い食

由
°
導《鰹思凶てE適製

母型。相隠G鰹 1尊躍贈

基eゃぃ理幽pp/1111辞

G部儒R田食Q卜や阿ハ
|ミHIEttQ(選 NI阻p勝

図や的笛
/網
経遭翠lll役

食食0慨
°

飛回遭鯉やミ楔NttQ
い理卿賦出回鞘倒(N翅 い

Wp/導K「卜や卜G判緯
罹細や洲熙∞llG怜製い慨

卜Wハ |こ謡WIl理役胴増遭

撚胞D楔 |〕 AU逆いこW′

終X悼モ唱逆民E_G眼軍

経押く【ばp「洋部逆縦。|

皆l培産醤:亀
計

モニ

や

|

選9ヨや鰹昧句NO把
°

辞【遭起Ⅸ按‖頂lllRp鳴

∩超円をい役
/Xミ
トや

日廼
″「判繹罹細廼|ぶ阻

N帥0収 ふヽトト帥賦遭

瑠約笛
/繍
杓Q組やさ規

Q]や起3役Q叙懸Qヽ
い遭駅脳NⅨ菖D杓 将ヾ

岳ぶREl役増や」AJ器審P
「判絹罹細遭ヽ や悌堕N
批足笛
/麟
終N四OWぐ

鯛拘WSや肺鵡贈濡罫い
や句曇い隅神Q区妊遭回

蛍いや」句冊go NO



|ごギセ

う

Ｌ
ヽ
小

卜X3ぺ G<増思製紳 )ヽば iノ・つぎ4G冬 中ヤ ●生」′ピ‖‖ポ選】にA)坦 ′遅貧 ソヽ」柄尺也′罫生ユ |

選N翠柏 GIこ ととゴ(連置と」翠 【キイリミ ジヽユやくs卓 1営 ,に本雫 G神ミミflヽ 3柄 0神 J・t~G巾判もヨ
0′ やミと」lt習騒軍厘 G革翌ギR巾 《ヽ冬や亡

=韓
くと」理ミやfギⅢ二・ 〈卜亘 Gく どヽ3茎判栄十二」輩言尋申と革C投 ふ

3′ とヽ ′ヽと」0、ソや
′
さ担士 O_)ヽソIE号と

1/準
討言と」十書 G←費無神と,よ |二 Cギ翌軍 G<鼻 や迪神V′

わ0ぐ′州紳ポ母里ヽ翌臣翔学小 H二 ‐L、キぎⅢ■ G遥 J(赳ミ G室翔神よJと_!|二 |ソ導やG買神抱翠

揮 X)ミ 車ど<さやヾや・ 卜Xチ 求Gや選中主
′
ふi′ 二ヽ ′ヽとJQ二 ノヽll′●」ギど景拭をやFQ投 引 |ノ′神

報冬 Q′ 整埋営無里ぼ栄暑神叶ミ +コ憩【」/R神 二ぷ喜ヤ増思 G卜 ｀フトヽ、3.t‐
′
や打ソ▲)にSRG

ぐOW′●神ふr′ 二ヽ ′ヽ里ギ G巨叶臣 G営々、コだ■や ,)A)、コミC+!Gや ヾ卜O“

邸■やとメ |↓用二判料伸進10ヤギGポだ軍旦中やイ対メ<墨 Gく準ヽ4Gさ無旦‖や村半ノG喘v

Gナ )A)無くわA)Gにとと和イr士ヨ打サミギ!二 や
′
ポ生」<増思G』と」ミやや終【軍軍リミギゼミとや

′
や1)

と」卜Xrド Xギ思更G壕翌つミQ・ フヽ」|メ ニ9ギ !く くギ思上」判
=押
ブミ+翌や坦

′
ペソGせ寮
=里
と

ヽ里革綻罹組里二やむやポ士‖終ヨトどヽ′●A卜つ
′
 ||ふ 卜 GヽぶくコGヽ′●生」揺く《Qまミ申ポとやよ|

llぐ lT6ヽノ瑠と赳稿ミ ソヽ'Dや
二や知‐
′
翠―
~Gど
やぎ′●|い )也中二・ 1)′ CDトノ

′生ゃ卜Gヽ↑里

揺選E延嘉巾A)や 里やヽ
′
卜X rttGヽ′●と」ポギ軍再+コユ)卜Q:」 牛〕ヽ

′
翌RGエミH=翠 1終寸0中 と

翌QG再選引GHポ粂ナ)lr平リミ
′
ゃG報祖半/1)ミ fG亘 や空営々G翠ⅢE翠埠卜や担わ学thT里 やG

製Rtt Gヨ翌巾超冬約ミや'い )神
V′ 営怒G準 !(こと!イギ!や 1)― 〕ヽ終

t―/A拘や・

ナサミ▲)相 Qギゼ▽ヤ当1言中G終
′
ミ終回G選ポさモGく rゃ投‐ヽ)と やトン、冬ぐ′●・ やヽ判G七軍

上」ミく■や球t習里翌騨終ミやA13/●ヽやつ
′
営ポ黒ヽも 1響卓綻終とQG相 生」ヽ せ3J士ミヤG

ぷ査G卿ポG望こととヽ 9ヽ/■ (G苦モ Gば翠1担 ま出 」ht~経くヽ再ば村‖楳<栄 Gぐ 3よ冬lS田▽

冬む灘ミ{どつ G上」神 QヽソDttQ W二 や
°
く,回 GIヰ |・

‐
主経 GSrllK‐ Jば ツヽとWや

′
l「nポ G高黎終申

梶町韓葦とと相や型と増ヽ
′
率ブ4「 とユ空こ垂 もヽやや主ヤ雪弔ぐGポ☆持 Gヨ平りG3′《里瑠世里判二学会

ミ雫神と恭と役終
′
回ヽと」二▽ Qや癌こ終ヾ卜Qヽ′●生」

′
く卜回GぶくEつ士 ODヽJぷ翌 Qコヽ近軍判

tE配貿ポと」ゼR3半ノ翠Rヽ)台拘 Q↓イポリ<SA)選ポ糸IF→1平リミ ノヽとゃミ士 1/担 神 3・ Q ttr′ ぷ単

G卜 ▲仰・長歴計里ゼ←ポリミや主催坦
′
tE怠ギ翌せGこや怪蝉g上」iR士 毒A)神やイ拘苦モ終・苫想

や蝶に■やトト )申 Dゃ 3稿相半ノ
′
も楔■なば里選選や尋′いつGG割雑・笙雲ケ汽ご申澤!ぷ D′ ぐギ

G中●中_rljポ GやR営 )に照終'鳩弧性ぎ上」■!と にヽ 生
′
やミ4翌とや「Jtt G輩再 J「ビ′十‖ポ G套

再JA)遥‖【ヽや」」士 ノヽニドIGヤノミドや
°

や′やい投田(G営■ G学分よ也
′生ヽ卜G担ヽホや無 1製 ギヽ置(噂せJGばヤ曇対―ヽ ノ「さ郎

g(準 uJ▲ )皆くゃ二やつG里 Hと 役ぐ′ド 1相分′五(G皿差主催神やつGGI十 (会 午―担′

ぼ性 Gさ選イGに慢▲J陣合巾導rギ ヤ
′
ヾミヽ▽Ⅲぷ営翠申瑠主 :」 再でOCヤ ●A)と ′¢選罫Eや

′時代 卜ヽ小神卜Ett Gヽ 翠掛平ブミ
′
運担暑里ポさ翠軍却や里ゼミやイ杓 |ヽ 3相 Dや J営】

“

終・

さポ巾堅ギE4■ QA)3/●氏ユ 」E冬ミ中二・ サ)Gち ′¢里J(とこやヽ全ふ一+卜 半小、コ翠に■や|)AJ

神J里 ぷ上」翠RG出 里ぐやや G、コ |や g!」
=恐
■やぶ〈色里担 よ|フ●ユ′●ll▲サ里神やミ・ やべ里F

仲冬ミややヾせ いヽ ′●里
′
や Gド(EG営翠つ_)▼ 迎いポ イGギ耳坦

′
J(せ置神ヽ会ふ―+ト ヤ答

句 G」都AJと ′¢軍ヤg神坤斗上ユヽ Q半ブや坦や▽
′
ぎばと」迪性単 D・マ神二翌やg神日ポ巾ミr拘 1)

ぐAJ Dトソ黎ナ)神ミミ Q・

（鍵

瑚
四
厳
）

「
平
逆
出
ピ
吊

却
ぷ
ｔ
ｙ
翠

・

い
ば
く
ｐ
ｒ
ポ
恵ゼ


